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243　　　13なeガス単一呼吸法の解析に関する一考察

　　蝦名昭男，井沢豊春，手島建夫，平野富男，今野

　　淳（東北大，抗研内科）

　肺の換気機能を知る目やすに13ぷeガス単一呼吸法

（single　brea七h　method）が繁用される。本法は手技が

簡単な上，洗い出し（washou七）過程の画像上で，810w

spaceとfas七spaceの認識を可能にするので，バツクグラ

ンドや平衡点の認識に困難を伴なう平衡法（e　qui．］ib　ri　um

method）に比して実用的である。たX“解析法が必ずしも

確立されておらず，肺機能との対比も充分でない。単

一 呼吸法では，肺客量が分肺客量から安静呼吸位まで

変化するので，今回私共はある程度washoutが始まり

安静呼吸位に達してからのwashoutに着目して解析す

るのがより生理的と考えて分析を試みた。

　息止め後，分肺客量からwashou七を行なわせて，肺

客量及び換気状態の急激な変化による影響を除くため

充分安静呼吸位に達した時点，即ちwash・ut開始／0秒

後から，正常ではwashoutが完了する／20秒までの

washout過程を指数近似して求めたTソ2と，FEVI．o％との

間には高い負の相関（P《000／）が得られた。　iE常人の

各肺領域でもwashoutは指数函数的で，充分分析にたえ

ることが立証されたので，閉塞性肺疾患や肺癌などの

症例で分析を試み，さらにfunc・ti　onal　imageの可能

性を含め，目下検討中である。

244　　　？1　MKr’持続注入法による肺局所血流比及び肺

局所換気機能の算出

　　阿部享、重本歴、楳垣寛治、岸本亮、北田修、杉

　　田実（兵庫医大、3内）　東谷康治、三島理晃、

　　中川正晴、久野健志、山田公二（塚口病院、呼）

　91m
　　Kr（以下Kr）持続注入法により肺疾患々者の局所
肺血流比QR　と局所肺換気機能（Vk　inの定量化を試み

た。方法は坐位被験者の背部よりシンチカメラを設置

し、左肘静脈よりKrを2分間持続注入した。その間被

験者は10秒間の呼吸停止後安静呼吸で、吸気は大気を

呼気はダグラスバッグに回収した。10秒間呼吸停止中

の局所肺カウントCo比は局所肺血流比を示すものと考

えられ、本法で得られる左右肺カウント比と従来のTe－

MAAによる左右肺カウント比を12名の肺疾患々者につ

いて比較した。両者はy－1．04x－006（r＝0．987）

と良相関であった。

　安静呼吸1分以後の肺カウントは略平衡値Cmとなり

、この時点では持続注入Kr（Co）は換気で呼出される
・・（・・×V／V）と崩tEKr（・・×λ）の刷・等しいと考え

られる。この際局所肺中の肺血管カウントaを除去す

る必要かあり、aはKr注入初期の肺血管像の出た時点

の肺カウントを用いた。12名の肺疾患々者で本法で得
た全肺のv／v　をvA／FRcと比較し、　y＝1D4xα＝O．922）

の良相関を得、本法は局所肺機能に有用と思われる。

245　　　肺疾患に於ける血流及び、換気シンチグラ

フィー併用の意義

　　山岸嘉彦、隈崎達夫、椎葉　忍、本多一義、

　　唐沢thl－1明、中沢英治、志田幸雄、西川　博、

　　疋田史典、細井盛一、奥山　厚、三谷原重雄、

　　青海川秀敏、菅原謙三、有賀長規（日本医大・放）

　種々肺疾患に対して、99M　TC・MAAによる血流シ

ンチグラフィーと、133Xeガスによる換気シンチグラ

フィーを併用し、その臨床的意義を述べた。

　対象は過去約一年間に当科で両検査を行った51例

（抄録〆切時）であった。一部症例については、気菅

支造影及び肺動脈造影と対比、考察した。

　肺癌、肺のう胞、肺動脈異常そして術后の例に有用

であった。血流換気不一致例及び著者らが報告を重ね

て来たUnilateral　hyper－lucent　lungについて
も考察を行った。

246　　　局所肺血流分布と酸素効果と薬剤。

　　井沢豊春，手島建夫，平野富男，蝦名昭男，白石

　　晃一郎，今野　淳（東北大，抗研内科）

　局所肺血流分布調節に対する肺胞内酸素張力の重要

性についてはすでに述べた。肺胞低酸素下では低酸素

性肺血管収縮が，高酸素下では高酸素性肺血管動員な

いし拡張がおこり，これを「酸素効剰とよんだが，「酸

素効果」は正常肺でも移植肺でも普遍的にみられる生

体の基本的な現象と目される。「酸素効果」を薬物がど

のように修飾するかを研究するのが今回の目的である。

　Aminophylline，工soproterenoL　Dopamine，　Pro8ta－

glandin　F2a，　PropranoloL　Isopro七ereno1十Propran（止）1

などについては発表したので，今回はNoradrenaline，

Salbutamo1，Proca七erol及びそれぞれのblockersを重

畳したときの肺血流分布をしらべた。犬の右上葉を場

として，はじめcontro1の肺血流分布を求め，同一条件

で薬剤を投与し，同一測定を行ない，さらva　blockerを

投与して同一測定をくりかえした。

　Noradrθnalineは低酸素性肺血管収縮を寛解するが

Phenoxybenzamine　の投与で低酸素性収縮が再現され

る。SalbutamolやProcatero1は，低酸素性収縮に対し

て影響を与えず，Pr・pran。lolを投与しても同様であ

る。α刺激でもβ刺激でも局所的な低酸素性肺血管収

縮が失われることが明らかになつた。
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